
令和７年度地域包括ケアシステム検討委員会（第１層協議体） 

項 目 内      容 

令
和
７
年
度 

事
業
目
標 

① 高齢者が在宅で自立した生活を継続するための環境整備 

② 高齢者の生活を地域で支えるボランティアの育成 

③ 社会資源の情報収集と地域課題の整理 

目
指
す
成
果 

① 移動手段を持たない高齢者が不足なく受診や買い物ができる。 

② ボランティアが高齢者の生活支援を担うことにより、在宅で自立した

生活が継続できる。 

③ 高齢者が住み慣れた地域で、継続して参加できる介護予防活動を行

い、自らの健康増進を図ることができる。 

取
り
組
み 

① 第２層生活支援コーディネーターと連携し、１４地域の移動手段の

現状と住民のニーズを整理し、新たなサービスの導入の可能性を探

る。 

② ボランティア養成講座の開催により、高齢者の生活支援を担ういき

いき生活サポーターを育成し、いきいき生活サポート事業の利用者

拡大を進める。 

③ 第２層生活支援コーディネーターと連携し、各地域へ「通いの場」の

創設を呼びかけ、活動を支援する。 

年
間
予
定 

① 地域包括ケアシステム検討委員会（年３回）：７月、１０月、２月 

② 第１層協議体と第２層協議体の情報共有を図るため、生活支援体制整

備事業連絡会を定期的に開催。 

③ ボランティア養成講座の開催 

 


